
国際連続セミナー「文学と愛」

はじめに

西山雄二

　2016年10－12月に連続国際セミナー「文学と愛」が首都大学東京（南大沢）にて
開催された（総合司会＝西山雄二）。フランス、香港、ブルガリアから研究者を招
聘して実施される全四回のセミナーは毎回盛会で、学内外から教員や学生、市民ら
が参加した。平成28年度首都大学東京・教育改革推進事業「国際性を育む分野横断
的な「比較文学」教育プログラム」による催事である。
　この教育プログラムの目的は以下の通りである。
・招聘研究者によるオムニバス的な連続国際セミナー「文学と愛」（全四回）を実
施することで、参加する学生が比較文学的なアプローチの学習の機会をもっとも
効果的な仕方で得ること。
・英語ないしフランス語で実施される国際セミナーへの参加によって、学生が外国
語の貴重な学習経験を得ること。
・一過性の招待講演に終わらせることなく、中・長期的な持続性のある教育プログ
ラムの国際連携を強化すること。ダリン・テネフ氏が勤務するブルガリア・ソフィ
ア大学文学部とは研究交流協定が結ばれたばかりで、今回のセミナーは研究交流
の拡充の一環である。
　従来は一国民または一言語の文学がそれだけで単独に研究教育されていたのに対
し、比較文学のアプローチでは、他国民または他言語の文学との影響関係などが動
的に究明される。本プログラムでは、複数の文学系教室が共同し、異なる地域から
招聘される多彩な研究者の連続講演によって、学生がより視野の広い国際文化理解
の能力を向上することができた。また、通訳を介して英語ないしフランス語で実施
される国際セミナーに参加すること自体、学生にとっては外国語の貴重な学習経験
となった。
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　連続講演の詳細は以下の通りである。

2016年10月26日
「激情的な愛から昇華された愛へ──『マノン・レスコー』と『新・エロイーズ』」
講演者＝ジゼル・ベルクマン　Gisèle�Berkman（フランス、国際哲学コレージュ）
コメント＝藤原真実（フランス文学）
「イタリア・ルネサンス期の人文主義者マルシリオ・フィチーノとプラトニック・
ラブ」
講演者＝ジョスラン・グロワザール（フランス文学）
コメント＝ジゼル・ベルクマン（国際哲学コレージュ）

2016年11月16日
「愛の悪霊」
講演者＝ダリン・テネフDarin�Tenev（ブルガリア、ソフィア大学）
コメント＝山本潤（ドイツ文学）

2016年11月30日
「愛の地政学──『蝶々夫人』の変身」
講演者＝デンニッツァ・ガブラコヴァ　Dennitza�Gabrakova（中国、香港城市大学）
コメント＝荒木典子（中国文学）、大杉重男（日本文学）

2016年12月21日
「『愛せ、さもなくば去れ』？　マグレブ系フランス人による文学からの回答」
講演者＝下境真由美（フランス、オルレアン大学）
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